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メダル第1号はパワーリフティング
好発進の日本選手団

2022年7月7日、プロテクティブスタジアムでワールドゲームズ

2022バーミングハム大会の開会式が行われた。世界的なパン

デミックの影響で一年延期となり、多くの措置を講じた上で実施

に至った本大会。開催を待ち望んでいた27,000人もの観衆の

大歓声とともに、11日間の夢の舞台が開幕した。

競技初日に行われたのは、パワーリフティング。ワールドゲーム

ズ6大会連続出場を果たした福島選手が堂々の金メダルを獲

得し、今大会メダル第1号となった。さらに男子軽量級では、初

出場の佐竹選手が金メダルを獲得。佐竹選手は

「念願の出場。最高の結果を残すことができた」

と喜びを語った。続く空手では、男子個人形の本

選手が金メダル、女子個人形の大野選手が銀メ

ダル、女子組手50㎏級の宮原選手が銅メダル

を獲得するなど、日本選手団は初日から好調なス

タートを切った。

競技2日目の相撲では、男女で7個（金3・銀3・

銅1）のメダルを獲得し、並み居る世界の強豪を

圧倒する結果に。試合を一目見たいと、会場には

朝早くから親子連れなど多くの観客が詰めかけ、

終始歓声が響き渡った。

続く競技3日目、注目の新種目ブレイキン（ダン

ススポーツ）では、湯浅選手が圧倒的な実力をみ

せ、見事優勝。福島選手、半井選手も熾烈なマッ

チアップの末、それぞれ銅メダルを獲得した。そし

て、同会場で行われた種目パルクール（体操）では、泉選手がス

ピードで銅メダルを勝ち取った。また相撲では、中村選手が前日

の重量級銀メダルに続き、無差別級で金メダルを獲得。女子無

差別級では、今選手が銀メダルを手にし、相撲だけで今大会通

 

ラクロス男子が
奮闘の末、銅メダ
ルを獲得

開会式にて、大観衆のスタジアムに入場する日本選手団。ひときわ大きな歓声が上がる

空手 男子形で優勝した本一将選手

今大会から体操の種目となったパルクールで、
銅メダルを獲得した泉ひかり選手

日本選手メダル第1号となった6大会連続出場のパワーリフティング福島友佳子選手

算9個のメダル獲得となった。その他ライフセービングやフィールド

アーチェリー、ドローンレース、公開競技のフラッグフットボールなど

が行われた。

競技4日目、パルクールの泉選手が前日のスピード種目に続

き、フリースタイル種目でも銅メダルを獲得。今大会2つのメダル

を手にした泉選手は、「大きな舞台で日本代表としてメダルを獲

得できて光栄」と笑顔で話した。

連日の猛暑の中、日本勢躍動！

競技5日目、公開競技である男子ラクロスが最終日を迎えた。

3位決定戦で日本はイギリスと対戦し、第4ク

オーターまで18対18の両者譲らぬ闘いが繰り

広げられた。試合は延長戦までもつれたが、見

事日本が勝利し、銅メダルを獲得。国際大会初

のメダル獲得となり、日本のラクロス界に新たな

歴史が刻まれた。

折り返しとなる競技6日目。ソフトボールの決

勝戦が行われた。対戦相手のアメリカは、昨夏

の東京オリンピックでも決勝で戦い2対0で制し

ている。今大会は接戦の末、2対3で敗れ、あと

一歩及ばず、銀メダルとなった。

競技7日目は、ビリヤード、フライングディスク、

ラクロス（女子）、スカッシュ、ウエイクボード・水

上スキー、車いすラグビーなどが行われた。一進

一退の攻防もあれば、順当に勝ち進む競技も

あり、日本勢の奮闘が見られた。2028年ロサン

ゼルスオリンピックの追加競技として初採用を目指すフラッグフッ

トボールは、この日、競技の全日程が終了。日本は8チーム中5

位という結果だったが、上位チームとの実力僅差で引けを取らな

い試合運びを展開した。

大会ハイライト

ブレイキンで銅メダルを獲得した半井重幸選手

　

競技8日目、スポーツクライミングの女子ボルダリングで野中選

手が金メダル、初出場の中村選手が銅メダルを獲得。男子ボル

ダリングでは藤井選手が銀メダル、緒方選手が銅メダルを獲得

し、日本のスポーツクライミング勢の実力を世界に証明した。また

体操では、男子ダブルミニトラ

ンポリンに出場した谷口選手

が銅メダルを獲得した。

競技9日目のウエイクボー

ドでは、フリースタイルで初出

場の吉原選手が見事金メダ

ルを獲得。デュアスロンでは、

2013年大会（コロンビア）で

優勝経験を持つ上田選手が

トップと僅差で銀メダルを獲得

した。さらにスポーツクライミン

グでは、前日の4個のメダルに

続き、リードで初出場の谷井選

手と樋口選手がともに銀メダルを獲得し、今大会通算6個のメダ

ル獲得となった。ビリヤードでは初出場の平口選手が3位決定戦

を制し、銅メダルを勝ち取り、喜びを爆発させた。平口選手は「今

後もより良いパフォーマンスができるよう励んでいきたい」と早くも

次大会への意欲をみせた。

競技最終日の10日目、公開競技としてワールドゲームズで初

めて実施された車いすラグビーの決勝戦が行われ、日本は惜しく

もイギリスに敗れたものの、全6戦中4勝という好成績を収め、強

豪国がひしめく中、チーム一丸となって銀メダルを掴んだ。

10日間におよぶ熱戦は、この日の競技終了とともに閉幕し

た。今大会、日本からは21の競技に137名のトップアスリート

が参加。前回大会よりも大きく上回る金10、銀11、銅12の計

33個のメダルを獲得するめざましい活躍がみられた。

閉会式では、次回2025年の開催地である中国・成都の代表

団にワールドゲームズ旗が手渡され、4年後の大会に向けバトン

が引き継がれた。

銅メダルを獲得した初出場の
スポーツクライミング中村真緒選手

3位決定戦を制した
ビリヤード平口結貴選手

ウエイクボードで金メダルを獲得した吉原陽向選手

見事銀メダルをつかんだ新種目の車いすラグビー 日本チーム

日本選手メダル獲得一覧

競技 種目
ダンススポーツ ブレイキン（B-Girls） 湯浅亜実

空手 男子個人形 本一将

パワーリフティング 男子軽量級 佐竹優典

パワーリフティング 女子軽量級 福島友佳子

スポーツクライミング 女子ボルダリング 野中生萌

相撲 女子軽量級 奥富夕夏

相撲 女子中量級 石井さくら

相撲 男子重量級 花田秀虎

相撲 男子無差別級 中村泰輝

水上スキー＆
ウエイクボード

女子ウエイクボード
（フリーススタイル） 吉原陽向

空手 女子個人形 大野ひかる

ソフトボール 女子

我妻悠香	
市口侑果
川畑瞳
工藤環奈
坂本結愛
中川彩音
藤田倭
三輪さくら

石川恭子
勝股美咲
切石結女
後藤希友
内藤実穂
原田のどか
藤本麗

スポーツクライミング 女子リード 谷井菜月

スポーツクライミング 男子リード 樋口純裕

スポーツクライミング 男子ボルダリング 藤井快

相撲 女子軽量級 山中未久

相撲 男子中量級 藤澤詩音

相撲 男子重量級 中村泰輝

相撲 女子無差別級 今日和

トライアスロン デュアスロン 上田藍

車いすラグビー ミックスチーム

今井友明
岸光太郎
乗松聖矢
長谷川勇基

小川仁士
倉橋香衣
乗松隆由
若山英史

ビリヤード プール 平口結貴

ダンススポーツ ブレイキン（B-Boys） 半井重幸

ダンススポーツ ブレイキン（B-Girls） 福島あゆみ

体操（ダブル
ミニトランポリン） 男子 谷口遼平

体操（パルクール）
女子スピード

女子フリースタイル
泉ひかり

空手 女子組手50kg級 宮原美穂

ライフセービング 4×50m
障害物リレー

安藤秀
髙須快晴

板場貴大
平野修也

スポーツクライミング 男子ボルダリング 緒方良行

スポーツクライミング 女子ボルダリング 中村真緒

相撲 女子重量級 久野愛莉

ラクロス 男子

梅原寛樹
金谷洸希
佐藤大
杉原暉徳
立石真也
夏目聖矢

尾花一輝
小松勇斗
佐野清
鈴木潤一
徳舛宗哉
福島裕樹
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33個（金10個、銀11個、銅12個）／前回大会［22個（金9個、銀6個、銅7個）］

【公式10競技／30個】
ビリヤード1個、ダンススポーツ3個、空手3個、ライフセービング1個、
体操3個、パワーリフティング2個、ソフトボール1個、
スポーツクライミング6個、相撲9個、水上スキー＆ウエイクボード1個

【公開3競技／3個】
トライアスロン1個、ラクロス（男子）1個、車いすラグビー1個　

競技別メダル獲得数

大会終盤、初出場選手の快進撃続く



大会総括

特定非営利活動法人日本ワールドゲームズ協会

執行理事　師岡 文男
国際ワールドゲームズ協会（IWGA）名誉委員

国際スポーツ団体連合（GAISF/SportAccord）元理事
世界フライングディスク連盟理事
日本フライングディスク協会会長

上智大学名誉教授
（所属・役職：2023年3月現在）

Withコロナでの大会開催に挑み、
ロシアのウクライナ侵攻に抗議しながら
開催された第11回ワールドゲームズ

2022年7月7日（木）～17日（日）の11日間、アメリカ合衆国

バーミングハムで開催された第11回ワールドゲームズは、新型コロ

ナウイルス感染拡大で当初の開催年が1年延期され、第1回サン

タクララ大会から41年ぶりのアメリカ開催となりました。大会期間

中、ほとんどの選手・役員・観客がマスクを着用しない状況下で、感

染する選手・役員・関係者が出ましたが、感染者は5日間の隔離の

後にPCR検査を実施して出場の可否を決定する方式で、大会は

予定通りに運営されました。

大会132日前の2022年2月24日にはロシアによるウクライナ

侵攻が始まってしまい、国際ワールドゲームズ協会（ＩＷＧＡ）理事

会は、3月にロシアとウクライナ侵攻に協力しているベラルーシの

選手の参加を認めないことを決定し、ウクライナ選手団に支援金

54,000ドルとチケット1枚に付1ドルを贈りました。最終的には、さ

まざまな困難を乗り越えて、第11回大会にはウクライナを含む99

カ国3,457人の選手が参加。前回第10回大会の102カ国に

次ぐ史上2番目に多い国・地域から史上最多の選手が34競技

58種目223のメダルイベントに参加しました。観客数も開会式の

26,000人を筆頭に23会場計37万7,000人を記録しています。

大会を後援するＩＯＣのトーマス・バッハ会長も視察に訪れ、選手

達や国際競技団体・ＩＷＧＡ役員と交流し、オリンピックの追加競

技種目はすべてワールドゲームズ競技が選ばれている関係性の深

さを示していました。

国別の金メダル獲得数は、ドイツが1位（金メダル24個、銀メダ

ル7個、銅16個）、2位アメリカ（金16/銀18/銅10）、3位ウクライ

ナ（金16/銀12/銅17）、日本は8位（金10/銀11/銅12）でした。

因みにドイツの選手数は237人で、アメリカ（340人）に次ぎ2位

で、3位のイタリア（185人）を上回っています。

放送は、前回の2017年大会同様、オリンピックチャンネルが協

力し、世界中の多くの人々が大会を視聴することができました。権

利マーケターのISBは、15の放送局に国際テレビ放映権を販売

し、コンテンツは75カ国のテレビで放映されました。アメリカでは、３

大全米ネットワークの1つであるCBSが放映権を取得し、連日テレ

ビ報道しました。

日本では、テレビ東京が放映権を獲得し、ソフトボール、スポーツ

クライミング、ラクロスの番組は放送されましたが、ワールドゲームズ

そのものとその他の競技については今大会の映像がまったく流れ

ず大変残念でした。また、オリンピックチャンネルによる日本への配

信が行われなかった競技がかなりあったことは次回改善されるべき

課題であり、大会期間中にIWGAと連携協定を締結した日本ワー

ルドゲームズ協会（JWGA）の交渉課題となるでしょう。ＴＶニュー

ス用の映像の提供を望んだ他のテレビ放送局が、結局映像を入

手できなかったことについても改善を求めていく予定です。

今回、パラスポーツの車いすラグビーが初めてワールドゲームズ

に採用されました。小生がＩＷＧＡ理事を務めた際提案し続けたこと

が実現して嬉しい限りですが、採用される種目は、パラリンピックに

採用されていない種目にすることが今後ワールドゲームズとしては

重要だと思います。

また、今回ワールドゲームズプラザのスポーツガーデンに、今回

の大会の競技種目に選ばれなかった合気道などＩＷＧＡ加盟国際

競技団体の９種目を一般市民が体験するコーナーを設置したこと

は、スポーツ・フォー・オールを推進するためにも有意義であったと思

われます。

この他、eゲームパビリオンで、アーチェリー、野球、ラケットボール

などのワールドゲームズスポーツのeゲーム版を試すコーナーが開

設されたことは、今後多様化することが予想されるワールドゲーム

ズ競技のあり方を考えるためにも重要であったと思います。

大会組織委員会はまだ収支決算を報告していませんが、既存

施設を使って開催するワールドゲームズのあり方は、今後肥大化

したオリンピックを改善するために極めて実効性のある方法である

ことは間違いないと思われます。因みに大会組織委員会が大会

前に発表している大会の経済効果予測は、2億5,600万ドル（大

会開催時の為替レート＄1＝135円で計算すると345億6,000万

円）となっています。

今回独立行政法人日本スポーツ振興センターは、2001年に秋

田で22億円で第6回ワールドゲームズを開催できた前例をもとに、

日本の地方都市が国際スポーツイベントを開催する可能性を検討

するために、第11回ワールドゲームズの現地調査を行い報告書を

まとめ発表しました。今後、既存施設を使用して大会開催経費を

抑える検討が進むことが期待されます。



ティングのコーチとして参加されました。私たちは彼の献身を称え、
Instagramの公式生配信番組に彼の話を投稿しました。

さらに忘れてはならないのが、日本選手団が大会期間中、ハイ
ライトとなるワンシーンを提供したことです。アメリカ対日本のソフト
ボールのリターンマッチを1万人を超える観客が見守りました。アメ
リカ代表チームは、東京オリンピックで敗れた後、雪辱を晴らそうと
燃えていました。この決勝戦は今大会でもっとも待ち望まれた試合
のひとつでした。この対戦が町中の話題にとどまらなかったことは、
ワールドゲームズがスポーツの世界で重大な意義を有していると
いえます。大会の模様を伝えた番組は、世界で2億7,000万人の
人々が視聴しました。

日本とワールドゲームズのつながりは、まがいもない成功例です。
1981年の第1回大会では参加58カ国に日本も名を連ねていまし
た。そして、何といっても2001年秋田大会はレガシーを残しました。
デュイスブルクから来た視察団は、秋田のワールドゲームズプラザ
に深い感銘を受け、自国開催時に競技とは別に文化的なプログラ
ムを実施しようと考えたのです。それ以来、大会期間中、このプログ
ラムを提供することが各開催国の義務となっています。

2001年大会のもうひとつのレガシーは日本ワールドゲームズ協
会（JWGA）です。1991年に設立されたJWGAは、2001年の第
6回大会を秋田県で開催するまでに成長しました。以降、JWGAは
ワールドゲームズにおいて日本を重要な地位につけるために大き
な役割を果たしています。皆さまは真の「ファミリー」です。その意義
は、JWGAの役員の一人である師岡文男氏がIWGAにおいても4
年間役員を務めていたことからもわかります。

日本ワールドゲームズ協会は、IWGAと国際スポーツ団体との協
力関係におけるロールモデルといえるでしょう。現在、イスラエルや
その他複数の国に同様の組織があります。ポーランドでは、2017
年大会後に同様の団体が設立されました。国内オリンピック委員
会（NOC）がオリンピックに採用されていない競技を担当する際、
NOCに緊密な協力を求めることが現在の私たちの戦略の一つで
す。その他の国では、JWGA等の中央競技団体（NSO）がIWGA
の協力相手になります。

私たちは、選手こそが舞台の中心にいて、最高のコンディション
で競技に臨むべきであると考えています。これを叶えるには、各国
による自国の選手への支援が不可欠です。今大会における日本
の取り組みは模範的でした。思い出すのは、日本人選手の間で新

型コロナウイルスの感染が起きたとき、担当者が感染した選手た
ちを大変丁寧に対応していたことです。ワールドゲームズでチーム
JAPANとして戦えることは、選手にとって誇りであり、モチベーショ
ンにつながることでもあります。

見落としてはならないのは、アスリートを支援することは未来へ
の投資に繋がるということです。IWGAの加盟競技から、数多くの
競技や種目がオリンピック競技に採用されています。東京五輪で
の例を挙げると、2017年ヴロツワフ大会後、空手、スポーツクライ
ミング、ローラースポーツ（スケートボード）、ソフトボール、サーフィン
が採用されました。パリ五輪では、今大会の一種目であったブレイ
キンも新たに加わります。逆に言えば、ワールドゲームズ・ファミリー
から選手を登用すれば、オリンピックの出場選手を１から決める必
要はありません。ブレイキンを例にとりましょう。日本は金メダル1個
と銅メダル2個を獲得しました。パリ五輪でもメダル獲得は夢では
ないのです。

特筆すべきは、今年韓国・ソウルで行われたANOC（国内オリン
ピック委員会連合）国際会議でのNOCとNSOの結びつきの重要
性です。IWGAのヨーヒム・ゴッソウ最高責任者は、IWGAとJWGA
間の連携協定締結（MOU）に触れ、今大会中、IWGAはJWGA
の渡邉一利副会長とMOUの調印を行いました。本MOUは、両組
織のこれまでの協力関係が次の水準に移行したことを証明するも
のです。ワールドゲームズを各国により知ってもらうために、JWGA
との連携は大切です。オーストリア、イスラエル、ラトビアのNSOと
も同様の合意書を締結しました。主な狙いは、選手たちが自国で
相応の評価を受けられるようにすることです。これは国内競技団体

（NF）の支援がなければ実現できません。バーミングハム大会へ
の皆さまのご尽力がこれを裏付けています。私たちにとっても、これ
は重要なことであり、IWGAとワールドゲームズ・ファミリーの関係強
化につながります。

最後に、ワールドゲームズ2022での日本選手団は世界に誇れ
るものでありました。現在、39の加盟団体がワールドゲームズ・ファ
ミリーになっています。前述したように、JWGAもファミリー団体の
一部です。これはワールドゲームズの発展にとって喜ばしいことで
あると同時に、JWGA所属団体の選手たちにとっても大変嬉しい
ことです。このことを心に留め、私たちは一丸となって次回第12回
大会の開催都市である中国・成都に向かっています。#Road to 
Chengdu（成都への道）での皆さまのご支援をお願いします。そし
て何より、2025年8月7日の開会式で、日本選手団の皆さまをスタ
ジアムにお迎えする日を心待ちにしています。 

JWGAは
ワールドゲームズ・
ファミリーです。

私たちIWGAは、ワールドゲームズが終わるたびに、大会の呼称
を考えます。そこで今大会は、「Comeback Games（戻ってきた大
会）」と呼ぶことにしました。新型コロナウイルス感染症の大流行
で、あらゆるスポーツが活動を大きく制限された2年間を経て、開催
を待ち望んでいたアスリートと加盟団体が一堂に会し、最高のパ
フォーマンスを見せてくれました。素晴らしいスポーツの祭典である
ことを証明しただけでなく、誰しもが平和を渇望しているこの不安定
な時代に、懸命に競い合いながらも、平和と調和によって共存でき
ることを示してくれました。

とはいえ、今大会は単なる「戻ってきた大会」ではなく、「アスリー
トたちの大会」でもありました。バーミングハムでの大会期間中、ス
ポーツの檜舞台に戻ってきたことを選手たち自身が喜んでいたの
は明らかでした。彼らはワールドゲームズの本質、すなわち「激しく
競い合い、平和と調和に生きる」を懸命に体現しながらも心から楽
しんでいました。IOCのトーマス・バッハ会長が今大会を訪れた際、
「選手が幸せであれば私たちも幸せです。そして選手の皆さんはこ
こバーミングハムで幸せを体感しています」と話されました。

公式ソーシャルメディアを通じて、選手たちの喜びに満ちた声が
私たちのところに届いています。これは確かな数字としても表れて
います。今大会を評価するため、Quantum社に調査を委託したとこ
ろ、参加選手の86%が「満足」、「とても満足」と答えています。これ
らの評価だけでなく、10日間の競技期間中に34の競技が実施さ
れ、観戦チケットを377,000枚発行し、99カ国3,457人の選手が
金メダルを目指して競い合い、過去最多の73カ国の選手がメダル
を獲得したことから、これがワールドゲームズ、すなわち世界大会で
あることが明らかになりました。

今大会、日本代表選手団は素晴らしい結果を残しました。金メダ
ル10個、銀メダル11個、銅メダル12個を獲得し、国別総合メダル
数で日本は6位でした。この事実は、過去の全大会と比較しても、
ワールドゲームズが日本で重要性を増していることの証だと思いま
す。過去のメダル獲得数は、2017年ポーランド・ヴロツワフ大会で
22個、2013年コロンビア・カリ大会で10個、2009年チャイニーズ
タイペイ・高雄大会で15個、2005年ドイツ・デュイスブルク大会で
18個でした。2001年日本・秋田大会では、総メダル数25個を獲得
し、国別総合メダル数で7位でした。初開催となった1981年のアメ
リカ・カリフォルニア州サンタクララ大会以降の全大会を平均して
も、日本は上位10カ国に入っています。ワールドゲームズと日本は
親和性があり、過去40年以上にわたってその関係の持続可能性
が示されてきたことがわかります。

日本においてワールドゲームズの重要性が増していることは、別
のデータからも確認できます。日本代表選手の出場人数はバーミン
グハム大会で138人、ヴロツワフ大会で98人、カリ大会で76人で
す。アジアの国・地域でこれを上回る選手数を今大会に送り出した
国はありません。加えて、大会最年少である14歳で新種目ドローン
レースに出場した上関風雅さんも日本代表選手です。1981年の
サンタクララ大会に出場された伊差川浩之さんは、今回パワーリフ
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国際ワールドゲームズ協会（IWGA）

平和と調和によって共存できることを証明した大会

日本におけるワールドゲームズの重要性

日本が残したワールドゲームズのレガシー

アスリート支援における日本の姿勢は模範

IWGAとJWGAの連携を強化

今大会中の7月12日、IWGAのホセ・ペルレナ・ロペス会長（IOC元委員）と日本ワールドゲー

ムズ協会（JWGA）の渡邉一利副会長との間で連携協定（MOU）の調印が行われました。ワー

ルドゲームズにおいて日本初のMOUとなり、今後、ワールドゲームズの普及に向けたプロモー

ションや、ワールドゲームズを通じた世界平和の推進を双方連携のうえ取り組む内容となってい

ます。JWGAの役割は今後益々重要となり、日本国内の競技団体をはじめ、関係諸機関ともよ

り関係を密にし、ワールドゲームズを推進して参ります。

IWGAとJWGA、連携協定を結ぶ

第11回 ワールドゲームズ・バーミングハム大会報告書（2022）より抜粋








